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法
の
占
有
で
あ
り
、
潤
逸
中
泄
の

中
田
博
士
の
有
名
な
る
根
誅
に
依
れ
ば
、
知
行
な
る
語
は
平
安
帆
末
期
来
不
動
庄
直
接
支
詑
の
政
味
に
用
ゐ
ら
れ
、
そ
れ
は
我
同
有

G
e
w
e
r
e
と
そ
の
根
本
餓
念
と

「
に
す
る
も
の
で
あ
る
（
年
疇
疇
旱
譴
芹
遵

5
』
五
疇
詑
三
[

瓢
知
鰐
戸
↑
↓
芯
芦
悶
言
、
而
し
吝
史
に
同
博
士
は
、
此
語
は
『
徳
川
時
代
迄
、
或
る
地
方
で
は
依
然
と
い
ど
、

，中
泄
的
意
味

・
併
し
こ
れ
亦
過
去
の
浅
影
を
留
め
た
例
外
的
”

伊
勢
の
窪
永
二
十
一
年
、
延
女
四
年
、
享
保

を
保
有
し
て
之
を
失
は
な
か
っ
た
。
例
＄
ぃ
バ
十
七
年
の
賀
例
を
禍
示
せ
ら
れ
る
、
今
略
す

事
直
に
過
ぎ
す
し
て
、 一

一

知

行

r
 

‘“
 

紐
虹
：
・
：
と
云
ふ
品
は
、
稔
川
時
代
に
は
北
祗
念
と
一
受
し
て
．、
最
普
通
に
は
租
税
後
牧
梢
を
骨
子
と
し
た
公

知

-T・
4
1
 

穂
政
携
保
證
文

八
七

古
代
法
制
研
究
の
逍
す
が
ら
目
に
躙
れ
思
ぴ
附
い
た
事
な
ど
を
、
後
床
に
俯
へ
て
書
き
連
ね
て
見
度
く
思
ふ
。

客
望
が
得
な
い
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
若
し
萬
・
一
何
か
の
取
柄
で
も
あ
っ
た
ら
幸
此
上
も
な
い

。

．

L

窃
柳
誤
三
欧
授
に
『
古
法
雑
記
』
（
「
法
學
」
第
四
巻
第
五
認
昭
和
十
年
五
月
以
床
連
載
）
あ
リ
、
石
＇ガ
良
助
敦
佼
に
『
古
法
制
雑
毛
』
（
「
柑

苓
学
合
雑
誌
」
第
五
十
一
巻
第
六
靴
、
昭
和
十
二
年
六
月
以
悉
連
載
）
あ
り
、
文
7

雨
畏
友
が
ら
『
雑
記
』
と

『
古
法
制
』
と
を
借
用
し
て

『
古
法
制

雑
氾
』
と
餓
虫
て
、
以
て
本
篤
の
姐
利
と
な
す
。
尤
も
先
年
「
法
政
研
究
」
誌
上
『
古
法
制
雖
考
』
と
俎
せ

る
文
衣
を
数
回
連
載
し
た
こ
と
が
あ
る

（
第
三
巻
第
一
琥
、
昭
和
七
年
十

二
月
以
降
）
が
、
今
題
利
を
更
め
て
新
疲
足
す

る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。

逃
追
離
婿

古

法

制

雑

記

（

一

）

も
と
よ
リ
禿
筆
に
委
セ
て
綴
る
粗

金

田

• 平

郎
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手
膨
如
件

賓

光

｀

坊

．
 
ヽ

辰
二
月
十
六
日

一、-

宜

政

j¥ 

年

｀

借

用

巾

錢

添

手

形

之

．
事

5
.
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一
七
咸
錢
五
拾
目

• 

小

坂

坊 ，

印

右
生
極
寺
知
行
北
田
＝
而
前
塾
裳
渡
證
中
候
・
石
為
錢
上
此
店
偕
川
巾
協
＝
請
取
中
虞
質
正
也
右
之
田
地
受
戻
シ
候
節
は
本
證
文
武
百

冗
拾
匁
此
師
五
拾
匁
合
三
面
目
無
濡
返
納
之
・
玉
詰
返
ジ
可
申
候
若
少

ジ
―
―
而
も
相
滞
候
ハ
、
何
ケ
年
茂
御
内
作
可
被
成
候
的
而
為
念
添

法
的
支
配
ぽ
簡
短
に
云
へ
ば
恩
給
さ
れ
た
封
土
釆
色
の
支
配
権
を
慈
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
此
の
如
ぐ
知
釘
は
徳
川
時

＂、ヽ`

・

:̀
：
・

・

1

中
田
椀
・土
同
)

代
に
は
私
法
的
支
配
の
意
味
よ
り
菱
じ
て
、
公
法
的
支
配
の
そ
れ
に
化
し
た
の
で
あ
ろ
J
（
上
七
九
六
頁
｝
と
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
q

ー`パ沢

諏
す
る
沢
近
世
の
知
行
は
中
泄
的
意
味
を
失
ふ
に
至
る
が
一
般
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
」
時
に
稀
に
、
中
祉
的
知
行
の
地
ガ
的
疫
存

が
見
ら
訊
ろ
と

云
ふ
の
で
あ
る
究
私
も
そ
の
残
仔
例
を
加
へ
る
こ
と
が
出
来
3
0

そ
れ
は
九
州
に
於
け
る
貨
例
で
あ
り
、
し
いか
も
相

常
後
の

も
の
明
治
的
年
空
賀
例
す
ら
も
存
す
る

の
で
あ
る
。
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デ
．
，
；
心
i

パ
ょ
翌
・
・
L

一
ぅ
―
]
＇
]
、

•
9
.
.
[
L
t
•

＼
~
□

．
；
こ

’
3・
ー
・
9

打
い
い
！
．

先
づ
契
約
證
文
面
の
貨
例
を
数
個
褐
記
す
る

で
あ
ら
う
。
尚
ほ
そ
れ
判
は
、
す
べ
て
即年
前
國
宇
佐
町
溝
口
氏
現
蔵
、
而
し
て
本
序
九

州
文
化
史
研
究
所
の
喜
本

「
雑
文
書
」

は
、
固
氏
蔵
古
文
古
の
腔
窮
集
録
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
も
採
銘
さ
れ
て
ぬ
る
f

八
八



田

地

究

上

手

形

之

事

ヽ

一
七
歎
0
武
拾
匁
也

，
 

ー
九

右
無
撻
義
L

付
北
田
拙
坊
知
行
一
二
畝
之
虞
前
以
指
ー
巾
候
坪
此
炭
餃
上
¢
し
て
青
面
之
錢
辻
偕
用
申
虚
宜
正
也
然
上
は
右
田
峨
元

溝

口

主

斗

印

兵

表
曹
之
通
見
届
相
違
無
之
候

利

衛

殿

宮
•9. 

迫

酉

谷

右

門

印

戌

二

月

ー

受
人
宜
泊

文
化
十
一
年

地

主．

鍛
治
腔
組
右
衛
門
印

七
咸
餞
八
百

H
也

右
は
我
索
知
行
於
大
宮
辿
大
谷
覚
反
七
畝
之
坪
成
秋
作
¢
巾
変
毛
迄
餌
年
沿
年
切
ー
ニ
買
載
代錢励
—i
受
収
巾
所
貨
正
也
然
＇
上
ハ
年A、

咆

否

罪

宛

御

蔵
江
無
茄
御
上
納
可
被
痰
涙
年
季
明
恢
ハ
、
元
錢
和
況
受
返
シ
可

tll候
芳
元
錢
之
．門
少
ご
而
モ
相
滞
候
ハ
ヽ
何
ヶ

年
缶
演
方
乙
寮
り
作
可
被
成
候
為
後
日
衣
渡
盟
文
如
湘

ヽ
・

喪

渡

巾

田

地

之

古

御

納

所



天

申 保i• 

天

尚

樫

し

月

七

年

浦

田
一
―

一
知
行
川
四
反
歩

而

賓

光

坊

文
政
九
戌
二
月

ロ

到

吉

成

記

内

印

日

但
定
成
四
升

代
七

flt錢
七

f
五
li
日
也

右
は
裳
家
知
行
川
於
浦
田
四
反
歩
定
成
四
升
之
坪
賞
申
之
秋
作
¢
巳
之
委
作
迄
箕
年
拾
年
切
＝
二
裕
波
代
七
戒
錢
七
メ
五
酉
目
協
ー
一
受

取
申
候
然
ル
上
者
御
年
貢
定
咸
旧
升
御
蔵
所
ー
一
御
上
納
可
被
成
候
然
ル
上
者
年
季
明
元
錢
相
定
候
＾
、
彼
田
地
御
返
可
被
成
候
寓

元
綾
之
門
少
々
而
も
相
滞
依

＾
ヽ
幾
年
も
貨
方
へ
御
内
作
可
被
成
候
鯰
後

n5盆
渡
證
文
俯
如
件

究

渡

中

川

地

之

哀

御

納

所

尋

賣

主

｀
 

.9
 ＇ヽー

.'， 

錢
孟
阪
本
書
ぷ
仰
料
甜
可
被
成
候
仇
而
｝匹
上

ヶ
吹1
文
如
件

九

0

小

坂

坊

印

曇
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一
於
大
宮
迫
拙
寺
知
行
田
訊
町
之
坪
此
度
證
文
二
相
認
候
一
一
附
御
貨
殿
へ
裟
判
御
椴
巾
上
候
若
Jj
一
故
腔
之
筋
指
起
リ
餃
共
毛
願
御

貨
殿

へ
御
約
介
掛
巾
皿
敷
候
弟
御
約
介
ー
ー
相
成
候
節
＾
拙
寺
居
住
之
家
橙
敷
御
豚
手
次
第
御
受
取
御
勘
定
可
被
成
候
於
共
節
＿
二
言

子

＇ 

ヽ

ー

0

、

嘉

永

五

老
"pf 橋

沖：

村

月

瞥

之

事

松

本

貞

兵

衛

殿

九

日

ヽ

‘’ 

宮

成

家

用

所
印

但
喜
多
坊
¢
右
證
交
並
演
屋
必
添
證
文
松

右
者
於
田
中
庄
敷
喜
多
坊
J
知
行
田
七
畝
之
坪
濱
屋
庄
助
貿
取
居
候
店
同
人
御
紳
上
納
銀
―
―
茶
支
布
川
地
證
文
差
出
シ
ー
ー
相
威
居
坪

此
度
貨
方
江
賓
渡
書
面
之
代
金
饂
一
受
取
候
虞
質
正
也
然
ル
上
者
右
田
地
之
磁
―
付
外
方
J
故
隙
匂
111
出
候
節
者
賞
家
江
引
受
決
而

厄
介
掛
ク
不
巾
候
依
而
為
後
念
訟
書
如
件

一
七
拾
武
文
錢
笠
貰
六
瓦
目
也

｀
 

（
襄
害
略
）~

•

ヘ

ffl
地

添

證

文

之

事

茂

右

エ

門

殿



奪

明

巳 ム
口

、
1

ヽJ ー

受
人
茂
右
エ
門
判

賓
、
王
大
柴
寺
判

窮
沢
ぶ
中
知
肛
田
地
證
文
之
事

代
七
斌
録
砥
貰
目
也

右
者
拙
寺
無
褪
年
支
デ
付
書
面
之
堀
田
裳
巳
秋
作
¢
米
ル
寅
秋
迄
拾
ヶ
年
翌
蹂
渡
代
錢
悔
―
—
受
取
候
虚
直
正
也

―-
,＇

9

年

御
幡
嘉
左
エ
門
裳

-

（
以
下

谷
）

a
,

＇.
i
-
f
9
[
•
’
~

屈
，
 

次
に
靡
兒
島
藩
に
恥
け
る
類
例
を
見
よ
う
。
即
ち
鹿
兒
島
縣
出
水
町
役
場
硯
蔵
古
記
録
の
中
、
例
へ

ば
天
保
三
年
の

「
知
行
高
名
寄

帳
」
、
而
し
て
そ
の
内
容
一

例
に

『
出
水
上
知
融
村
内
城
門
之
内
浮
免
」
下
田
六
畦
拾
八
歩
」
他
左
術
門
」
籾
咸
表
三
斗
三
升
八
合
」
、
叉
明

和
四
年
の
「
所
衆
中
持
知
行
汗
免
高
小
割
帳
」
に
、
例
へ
ば
『
一
番
」
中
田
五
畦
拾
八
歩
」彦
左
エ
門
」
籾
四
表
壼
升
』
と
あ
る
是
で

あ
ろ
。

一
知
行
田
笠
反
歩

祖
堀
田
也

;
'
•I
` ．
 
↓
▲
 

—屯
↓i. 

船

• I 

前

溝

口

‘
久

．米
殿

之
庁
分
無
御
座
候
後H
之
平
叩
祖~一
札
如
件

永丑

―
―
月

日

小

坂

-99 ,• _.,,. 
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年

坊
印

-坊
印

ー

九
二

.. 



嶋

井

傘
室

九
1
1
-

之

事

H
一
は
か
た
升

｛
つ
き
わ
け
斗
也

右
之
八
木
来
＋

H
史

I

五
わ
り
の
利
足
く
わ
へ
本
利
共
拾
五
石
省
急
以
返
弁
可
虫
右
天
下
一

11
之
祐
政
行
申
候
共
於
此
米
者
少
も

相
違
御
座
有
間
敷
候
聾
紡
如
件

J
’J
 

慶
長
十
五
年

・,
4

主
月
十
穴
．H

,̂ 

●

g
 
•. 

,

'
 

一

噺
川
偉
右
エ
門
（
花
押
）

も
の
で
あ
り
、
今
之
に
依
つ
て
引
川
。

般
的
に
所
謂
新
注
祈
制
啄
を
採
保
す
ろ
場
合
も
炭
く
含
め

一

夏
の
紹
介
を
試
み
、
併
せ
て
九
州
地
方
そ
の
例
多
く
、
明
治

111
年
に
ま
で
そ
の
間
行
如
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
證
し
た
（
ぢ
〔
悶
言
応

）
が
、
そ
の
後
の
採
集
に
か
、
る
も

の
の
中
目
ぽ
し
き
も

の
数
例
を
紹
介
す
る
で
あ
ら
う
。

所
載

『
面
川
時
代

に
於
け
る

不
作
品
の
給
付

昭
的

・
詑
證
文

・
紹
霞
捻
保
．
又
．．
 
目
面
詮
文
』

為
つ
砂
屯
一
は
、
博
多
地
方
の
炭
長
十
五
年
、
元
和
二
年
の
次
の
二
例
で
あ
る
。
尚
ほ
本
文
賞
は
、
低
川
糾
期
の
海
外
闘
係
文
井
を
多

数
蔵
す
る
こ
と
に
依
り
て
著
名
な
る
博
多
島
井
家
の
所
蔵
、
本
浮
九
州
文
化
史
研
究
所
の

「
島
井
文
贔
」
は
そ
の
一
巻
子
を
麿
撼
せ
る
'、

借

用

申

米

合
拾
石
八
斗
戴
升
者

．
 

光
年
私
は
、
近
懺
の
低
政
伯
保
（
所
謂
徒
政
令
の
み
に
限
ら
ナ
、

徳 ，L

政

招

．保

證

文

． 

ツ



笏
一
は
、
九
州
文
化
史
研
究
所
蔽
「
證
文
頂
り
書
類
」

．
 

松
平
右
衛
門
佐
鯰
要
用
借
用
申
銀
子
之
事

合
銀
九
百
六
捻
目
者

参

嶋 ‘ヽ“

井

他

右

稀i

門

様

（
博
多
許
斐
家
載
證
鵞
類
の
謄
窮
）
所
出
の
・ ! CI 

恰

齋

（

花

押

）

永
代
相
低
＝
云
只
渡
ジ
中
女
之
事

今
年
舟
歳
＿
＿
罷
成
候
あ
さ
名
＾
ち
ま
と
中
候
右
之
代
銀
子
大
黒
五
拾

u悔
＝
＿
詰
取
巾
候
布
彼
者
遅
去
仕
候
は
何
時
も
か
、
り
手
三

助
恰
斎
賞
人
よ
り
球
出
手
渡
し
可
申
候
若
又
彼
を
い
き
名
？
わ
ろ
含
煩
共
持
申
候
者
我
と
以
来
可
存
候
緞
．
大
下

『
同
父
笠
國
中
ノ

御
徳
政
興
行
候
共
於
此
女
之
依
者
一

n
之
依
申
者
御
座
有
間
敷
候
俯
捻
後
H
登
筆
如
件

二
元
和
一
＿
晶
―
一
月
八
日

九
四

同 固

＂ 
助
（
花
押
）

、
中
．
（
花
押
）

｀
ふ
く
お
か
あ
ら
と
町



元

禄

五

年

為
後
H
初
證
文
如
件

ち

き

里

屋

輿

三

右

エ

門

，殿

貞
享
或
年
丑
十
一
一
月
廿
六
日

／ 
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